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《
会
員
著
書
紹
介
》

迫
野
度
徳
編

『今
昔
物
語
抄
」

工
藤
重
矩
校
注

和
泉
古
典
叢
書
3

『後
撰
和
歌
集
』

和
泉
書
院

の
新
注
八
代
集
中

の

一
冊

で
あ
る
本
書

は
、

従
来
、

必
ず
し
も
注

釈
的
研
究
が
多

い
と
は
言
え
な
か

っ
た

『
後
撰
和
歌
集
」

の
校
注

で
あ
る
。

底
本

に
、
天
福
二
年
書
写

の
定
家
本
を
透
き
写
し
に
し
た
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
蔵
本

(高
松
宮
旧
蔵
)
を
用
い
る

一
方
、
非
定
家
本

と
の
異
同

に

つ
い
て

は
補

注

で
触
れ
、
同
時

に
本
文

の
異
同

に
よ
る
解
釈

の
相
違

に

つ
い
て
も
言
及

す
る
。

頭
注

に
、

語
注
、
大
意
、
趣
意
、
参
考
歌
を
記
す

一
方
、
語
注

に
は
、
多
く

『和
名
抄
』

・

『名
義
抄
』
等

の
古
辞
書
を
引
用
し
、
ま
た
、
大
意

・
趣
意
を

把
握
す

る
に
あ
た

っ
て
は
、

い
わ

ゆ
る
歌

の
鑑
賞

で
は
な
く
、
詠
歌

の
場

に
即

し
た
作
者

の
詠
歌
意
図
を
明

ら
か

に
す

る
よ
う
努
め

て
い
る
。
更

に
参
考

歌
と

し
て
、
典
拠
と
な

っ
た
和
歌

・
漢
詩

だ
け

で
は
な
く
、
『
後
撰
集
」
以
後

の
歌
集

か
ら
も
、
類
型
的
な
発
想

・
表
現

の
和
歌
を
指
摘
す
る

こ
と

に
力
を
注

い
で
い

る
。
極
め

て
実
証
的
な
校
注
者

の
研
究
方
針
が
窺
え
よ
う
。

解
題

は
、
成
立
事
情
、
梨
壷

の
五
人
、
伝
本
、
注
釈
史
、
研
究
史

の
研
究

の

五

つ
の
項
目

に
大
き
く
分
か
れ
る
。
中

で
も
注
目
す

べ
き

は
、
『
後
撰
集
』
の
撰

集
事
業

に
関
す
る
問
題
点
を
中
心
と
し
た
、

校
注
者

の
新

し
い
見
解

で
、
今
後

の

『
後
撰
集
』
研
究

の
発
展

に
資
す
る
と

こ
ろ
大

で
あ
る
。

猶
、
巻
末

に
は
付
録

と
し

て

「
他
出
文
献

一
覧
」
、
「作
者
詞
書
人
名
索
引

(略

伝
付
き
)
」
、
「和
歌
初

句
索

引
」

を
付

す
。

二

九
九
二
年
九
月

和
泉
書
院

A
5
判

四

一
五
頁

五

一
五
○
円
)

昭
和

五
十
七
年

に
、
編
者
迫
野
度
徳
氏

の
手

に
よ
り
紹
介

さ
れ
、

以
来
研
究

者

の
間

で
長
く
公
刊

が
待
た
れ

て
い
た

『
今
昔
物
語
抄
』
が
、
迫
野
氏

の
解
題

を
付

し
て
和
泉
書
院
影
印
叢
刊

の

一
冊
と
し

て
刊
行

さ
れ
た
。

九
州
大
学
附

属
図
書
館

萩
野
文
庫

に
架
蔵

さ
れ

て
い
る

こ
の

『今
昔

物
語

抄
』

は
、
江
戸
時
代
初
期
頃

の
写
本

で
、
書
名

が
示
す

と
お
り
大
方

は

『
今
昔

物
語
集
』
か
ら

の
抄
出

の
形
態
を
と

っ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
内
容
的

に
多
く

の

問
題
を
含
ん

で
い
る
。

解
題
に
し
た
が

っ
て
本
書

の
構
成
を
見

て
み
る
と
、
次

の
よ
う

に
な
る
。

i
①
～
⑫

今
昔

一
五
巻
抄

・u
⑬
～
⑳

今
昔

二
○
巻
抄

(
た
だ
し
、
⑳

は
巻

一
九
)

…皿
⑳

～
⑳

今
昔

と
必
ず

し
も
直
接
対
応
し
な

い
も

の

編
者

に
よ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
う
ち
特

に
問
題

に
な
る

の
は

…皿
で
、
⑳
話

と
⑱

話

は

『今
昔
』

よ
り
も
む
し

ろ

『
打
聞
集
』

に
近

い
本
文
を
持
ち
、
⑳
話

と
⑳

話

は

『今
昔
』

の
み
な
ら
ず
、
他

の
ど

の
説
話
集

に
も
見
い
だ
せ
な
い
も
の
と

さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

『
今
昔
物
語
抄
』
の
本
文

に
関
し

て
、
i
h

の
二
十

五
話
と

『今

昔
」
本
文
と

の
関
係

に

つ
い
て
は
高
橋
敬

一
氏

の
論
考

に
、

ま
た
⑳
話

お
よ
び

⑱
話
と

『
打
聞
集
」
と

の
関
係

に

つ
い
て
は
木
部
暢

子
氏

の
論
考

に
詳

し
い
が
、

そ
れ
以
外

に
も
、
成
立
年
代
、
作
者
、

説
話

配
列
、

そ
し
て
類
話

の
見

い
だ

せ

な

い
⑳
話
と
⑳
話

の
存
在
な
ど
、
未
解
決

の
問
題

が
数
多

く
残

さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
諸
問
題
は

『今

昔
物
語
抄
』

の
み
な
ら
ず
、
関
係
す

る
と

こ
ろ
の
諸

種

の
説
話
集

に
広
が

っ
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
今
回

の
公
刊

に
よ

っ
て
、

そ
の

研
究

の

一
層

の
進
展
が
期

待
さ
れ
る
。
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(平
成
四
年
六
月

和
泉
書
院

A
5
判

二
八
八
四
円
)

井
上
敏
幸
著

『貞
享
期
芭
蕉
論
考
』

本
書

は
、
昭
和

四
十
八

年
か

ら
平
成
三
年

ま

で
の
十

八
年
間

に
発
表

さ
れ

た
、
井
上
敏
幸
氏

の
、
貞
享
期

の
芭
蕉

に
関
す
る
論
文
十
五
篇
を
纏
め

て
成

っ

た
も

の
で
あ

る
。

第

一
章

に

『
甲
子
吟
行
』

に

つ
い
て
の
論
を
収
め
、
以
下
、
第
二
章

『
あ

つ

め
句
』

・

『
か
し
ま

の
記
』
、
第
三

・
四
章

「
笈

の
小
文
』
、
第
五
章

〔近
江
美

濃
路
紀
行
〕

(井
上
氏

に
よ
る
仮
題
)
、
第
六
章

『
更
科
記
行
』
と
い
う
構
成

に

な

っ
て
い
る
。
元

に
な
る
十
五
本

の
論
文
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し

て
書
か
れ

て
お

り
、
本
書
が

こ
の
よ
う
な
形
を
と

っ
た

の
は
井
上
氏

の
言
葉

を
借

り
れ
ば

「あ

る
意
味

で
偶
然

の
結
果
」

で
あ
る
が
、

そ

の
結
果

と
し
て
本
書

は
、
貞
享
期

の

芭
蕉
を
多
角
的

に
且

つ

}
本

の
筋

を
通
し

て
捉

え
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。

今

日
、
芭
蕉

に

つ
い

て
論

じ
ら
れ

ぬ
日
は
無

い
と
言

っ
て
よ

い
程

で
あ

る

が
、

本
書

の
よ
う

に
あ
る
特
定

の
時
期

の
芭
蕉

に
焦
点
を
当

て
た
研
究

は
見
当

ら
ず
、
個

々
の
作
品

の
研
究
も

元
禄
期

の
作
品

に
関
す
る
も

の
が
多
数

で
あ

り
、
結
局
井
上
氏

が

「
あ
と
が
き
」

で
述

べ
て
い
る
よ
う

に
、
貞
享
期

の
芭
蕉

の
研
究

は
手
薄

で
あ
る
。

こ
う
し

た
中

で
、

こ
の
閑
却
す

べ
き

で
な

い
時
期
を

取

り
上
げ

て
い
る
点

に
ま
ず
本
書

の
価
値

は
あ

る
。

勿
論
、
本
書

の
価
値

は
そ
う
し

た
素
材
面

に
の
み
あ
る
わ
け

で
は
な

い
。
就

中
、
井
上
氏

が

一
貫
し

て
問
題
と
し

て
い
る
芭
蕉

の

「
創
作
意
識
」

は
、

各
々

の
作
品

の
典
拠

や
、
「
紀
行
」
等

の
文
学
形
態

に
対
す
る
概
念
を
基

に
綿
密

に
考

証
さ
れ

て
お
り
、

こ
の

「
創
作
意
識
」
は
言
わ
ゆ
る

「蕉

風
」

の
樹
立

と
さ
れ

る
貞
享
期

に
お

い
て

「
蕉
風
」

の
根
幹

と
な
る
も
の

で
あ
る
と
捉

え
て
も
決
し

て
過
大
評
価
と
は
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

芭
蕉
研
究
の
新
た
な
在
り
方
を
示
す
と
同
時
に
、
そ
の
最
も
本
質
的
な
部
分

を
追
究
し
た
、
研
究
者
必
読
の
「
冊
で
あ
る
。

(平
成
四
年
四
月

臨
川
書
店

A
5
判

三
六
九
頁

七
五
〇
○
円
)

中
野
三
敏
著

中
公
新
書

『江
戸
文
化
評
判
記

ー

雅
俗
融
和
の
世
界
ー
』

江
戸

に
二
大
文
化
あ
り
、
元
禄
期
上
方

に
西
鶴

・
近
松

・
芭
蕉
、
化
政
期
江

戸

に
馬
琴

・
三
馬

・
一
九
と

は
、
学
校
教
育

で
教

え
ら
れ
、

一
般
常
識

と
さ
え

成

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
江
戸
を
十

七
、
十

八
、
十
九
世
紀

と
分

け
た
場
合
、

前
期
と
後
期

に
ピ

ー
ク
が
あ
り
、
中
期

で
あ
る
十

八
世
期

に
は
見

る
べ
き
も

の

が
な

い
と

い
う
、
著
者

の
い
う
と

こ
ろ
の

"二
瘤

ラ
ク
ダ
式
"
文
化
史

で
あ

る
。

こ
れ

に
対
し
著
者
は
、

こ
れ
ま

で
文
化

の
谷
間
と

さ
れ

て
い
た
十
八
世
紀

に

こ
そ
江
戸

の
も

っ
と
も
江
戸
ら
し
い
成
熟

し
た
文
化

が
あ

る
と

い
う

"
一
瘤

ラ

ク
ダ
式
"
文
化
史

を
主

張
す
る
の

で
あ
る
。

従
来

の
見
方

と
全

く
立
場

を
異

に
す

る
こ
の
主
張

は
、
文
化
と
は
あ
る
時
代

の
も
と

に
生
ま
れ
、
育

ち
、
衰

え

て
い
く
も

の
で
あ

る
と

い
う

こ
と
を
考
え
た

場
合
、
極

あ
て
自
然
な
見
方

で
あ

る
こ
と

に
気
付
く
だ

ろ
う
。
む
し
ろ
従
来

の

見
方

こ
そ
が
、
江
戸
文
化
を
近
代
主
義

の
立
場
か
ら
都
合

の
よ

い
よ
う

に
説
明

し
た
も
の
で
あ
る
と
批
判

さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

「江
戸
時
代

の
文
化

は
、
江
戸
と

い
う
社
会
環
境

の
な
か

で
の
み
、
生

ま
れ
、

育
ち
、

そ
し
て
死

ぬ
。
」
「
し
か
も
引
き
継
が
れ
る

こ
と
な
く
死

ん
で
い

っ
た
文

化

こ
そ
が
、

そ
の
時
代

の
も

っ
と
も
そ

の
時

代
ら
し

い
文
化

で
あ
り
、
も

っ
と

も
成
熟
し
た
も

の
に
ち
が

い
な

い
」
i

こ
れ
は
、
現
代

に
引
き
継
が
れ
、
現

代
人

の
共
感
を

得
る
と

い
う
点

に
江
戸

文
化

の
醍

醐
味
を
感

じ

て
い
た
者

に
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と

っ
て
は
耳

の
痛

い
言
葉

で
あ
る
。

引
き
継
が
れ
る

こ
と
な
く
死

ん

で
い

っ
た
文
化
、

そ
れ
が
ま
さ
に
壮
年
期

・

十
八
世
紀

の
江
戸

に
あ
る
と

い
う
。

そ
の
も

っ
と
も
江
戸

ら
し
い
と

い
う
文
化

の
様
相

を
知

る
鍵
は

「
雅
」
(伝
統
文
化
)
と

「
俗
」

(新
興

の
文
化
)
で
あ
り
、

中

期

に
は
そ
れ
ら
が
並
存

し

「雅
俗
融
和

の
世
界
」
を

つ
く

り
あ
げ

る
。
著
者

は
そ
れ
を
浮
世
絵
、
出
版
、
都
市
生
活

の
成
熟
な
ど
か
ら
分
か

り
や
す
く
説
く
。

古
典

を

こ
ち
ら
側

か
ら
で
な
く
、
あ
ち
ら
側

に
出
か
け

て
い

っ
て
見
る

こ
と

を
、
著
者

は
名
付

け
て

"
一
人
乗

り
の
タ
イ
ム

・
マ
シ
ー
ン
"
と

い
う
。
旧
型

の

マ
シ
ー

ン
と
は
、
製
造
法
も
行
き
先
も
違

っ
た

こ
の

マ
シ
ー
ン
、
物
議
を
か

も

し
だ
す

べ
き
新
型
機
種

で
あ

る
。

(平
成

四
年
十
月

中
央
公
論
社

二
○

一
頁

六
○
○
円
)

江
頭
太
助
著

『有
島
武
郎

の
研
究
」

本
書

は
、
著
者
が

こ
れ
迄

に
纏
め
ら
れ
た
有
島
武
郎
関
係

の
論
文
十

二
編

に

加
筆
、
削
除
を
施
し
、
書
き
下

ろ
し

一
編
を
加
え
編
集
さ
れ
た
も
の

で
、

そ
の

細
目

は
以
下

の
と
お
り

で
あ
る
。

第

一
部

有
島
武
郎

の
基
調

一

「
宣
言

一
つ
」

の
成
立

へ
の
道
程

二

ア

ッ
シ
ジ

の
聖

フ
ラ
ン
チ

ェ
ス
コ

・
受
容

の
道

程

第
二
部

文
学
活
動

の
軌
跡

-

『或
る
女
』
研
究
の
視
点
=

一

モ
テ
ィ
ー
フ
の
原
風
景

二

H

・
エ
リ

ス
の

『性

の
心
理
学
的

研
究
』

の
影
響

三

『
ク

ロ
イ

ツ

ェ
ル

・
ソ
ナ
タ
』

と
の
比
較
考
察

『惜
み
な
く
愛
は
奪
ふ
』
研
究
の
視
点
ー

四

初
稿
成
立
の
背
景
と
そ
の
位
相

五

定
稿
成
立
の
状
況
と
そ
の
位
相

.
「創
作
力

の
退
縮
」
期

の
作
品
研
究

の
視
点
ー

六

『
=
房
の
葡
萄
』

の

「僕

の
心
」

七

「
星
座
」

の
構
想

と
第

一
巻

八

『
ド

モ
又
の
死
』

の
作
劇
法

九

『断
橋
』

の
構
造

第

三
部

自
己
完
結
と
し

て
の
事
績

一

「宣
言

一
つ
」

の
文
脈

二

有
島
農
場
開
放

・
一
つ
の
機
縁

著
者

は
、
有
島
武
郎

の
思
想
的
活
動
は
定
稿

『惜

み
な
く
愛

は
奪

ふ
』

を
頂

点

に

「個
性

の
自
由
を
発
顕
し
得

る

『
本
能
的
生
活
』
論

に
結
実

し
た
」

と
す

る
。
そ
れ
が
彼

の

「
自
己
確
立

の
最
高
理
念
」
だ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
以

後

の
創
作
意
欲
」
が

「
急
激
な
衰
退
を
見
せ
」
て
い
る

こ
と
に
着
目

し
、
『或

る

女
」
以
降

の
文
学
活
動

の
軌
跡
を
辿
る
中

で
有

島

の
思
想
性

の
問
題
を

一
貫

し

て
追
究
し

て
お
ら
れ

る
。
殊

に
氏

の

ア
プ

ロ
ー
チ
が

「
『
宣
言

一
つ
』
に
照
準
を

合

わ
せ
て
座
標
軸
を
設
定
し

て
」
き
た
と
述

べ
ら
れ
る
通
り
、
新
稿

「第

三
部

一
」
で
は
研
究

の
到
達
点
と
し

て
、
「
宣
言

一
つ
」
を
定
稿

『惜

み
な
く
愛

は
奪

ふ
』
と

の

「
文
脈
」

で
解
読
す
る

こ
と

に
よ
り
、
彼

の

エ

ッ
セ
イ
が
、
有
島

が

「
知
識
人
と
し

て
労
働
者
階
級

の
拾

頭
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
な
」
か

っ
た

だ
け

に

「
同
時
代

の
思
潮
と

の
接
点
」

で

「精

一
杯

の

ア
ン
ガ
ー
ジ

ュ
マ
ン
を

試
み
」
た
も

の
で
あ
り
、
決
し

て

「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
宣
言
な

ど
で
は
な
か

っ
た
、

と

い
う
見
解
を
提
示
す
る
。

本
書

の
刊
行

に
よ
り
、
今
後

の
有
島

研
究

の
更
な

る
進
展

が
期
待

さ
れ

る
。

(平
成

四
年
六
月

朝
文

社

B
6
版

三
四
五
頁

三
○
○
○
円
)
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